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~~~~~~~~~~~~~~~：；巻頭言：：: : : : : : : : : : : : ~：：：：：：： ； 
光市医師会入会の挨拶

光市立大和総合病院長 安永満

はじめまして。 10月4日の光市と大和町の合併により、光市医師会に入会

させていただくことになりました。よろしくお願い申し上げます。

まず、自己紹介を少しさせていただきます。

小生は福岡市出身で、昭和 55年に山口大学医学部を卒業しました。 1年間

浪人して入学しましたので、今年の 12月で50議になります。専門は消化器

内科、とくに肝臓です。大和病院に赴任しまして 9年目になりますが、 3年前

に故内野文爾院長がご病気で体調を崩されため、バトンを受けとることになり

ました。臨床をまだまだ、やってし、かなければならない年齢ですので、現在も

内科のスタッフのひとりとして外来 ・入院診械、検査を行っています。時間の

遣り繰りが難しいときがあるのですが、そこは牛e来の馬力と病院の医療スタッ

フ、事務部門のアシストで切り抜けています

さて、わたしどもの病院は2年前に噌改築をおこない、同時期に院内のシス

テムも変えていきました。ここ数年ですこしは変わったと実感できるようにな

ったのですが、医療を取り巻く環境の変化が大きすぎるために、はたして一般

のん－々 に気づいていただけるのかどうか白信のないところです。

少子高齢化を代点とする「縮小Jと情報 ・経済のグローパノレ化、もう少し身

近で考えると生情問の「拡大」という相反するような社会の変化が同時に進行

しているようですが、医療のなかにも同じことがおこっているように思います。

また、厚生労働省による医療 ・介護制度の改革は、よく講演などで見かける

工程表とほぼ同じように進んでおりますが、どちらも、わたしには先見の明が

ないために、 卜年二十年先のことは判りません ひたすら愚直に、 ・年二年先

のことに対して最善の選択を取り続けることができるように努力し、そして二

年三年先に目に見える形で結果をだすことを円棋にしています。

時代が混沌とすると、どうしても暗い諸になってしまいますが、 iiiの広報に

は「光り輝く未.＊－へステップJと稿われていました。光市医師会の先生Jjには

ご指導、ご鞭捲をお願い申し上げることはもちろんですが、大和病院の医師が

新たに入会してきて良かった、明るくなったと言っていただけるように頑張り

たいと思います。

10月 9日0:)
10月10日（日）
10月11日（月）
10月12l=l （火）
10月14Fl （木）

今月の医師会長
尚lfit圧フォーラム （悩｜判）
休日診療所 （アイハーク）
医師会親睦旅行 (Jぶぬ）
理事会 （恨務局）
保育園健康診断
介護認定審査会 （アイバーク）
周南記念症例検討会
講演会及月例会（商工会館）
生ワクチン出務 （二；品公民館）

10月15日（金）
10月26日（火）
10月27j:j （水）
10月28H（本）
10月3on＜じ）

第149田山口県医師会定例代議委員会（県医師会）
同仁会葬 （ふくしの県）

10月の医師会活動

I . 11 （月）医師会親睦旅行（広品）
u. 12（火）定例理事会
皿. 28（火）学術講演会、例会

医師会事務局
光商工会館21智大会議宰
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広島小旅行記

1 0月11日（体育の白）絶好の旅行目、さあ広島ヘ出発！ ／＼スの中は太陽が照り巾け少々喜いようであるが、エアコ
ンが絶妙に効いて快適！自分は少々？太り気味のため快適であるが、他の方はどうだろうか？パスの中では話が弾み、
あっという聞に広島に到着。
さあ「お好み焼き」を食べるぞ！

いざお好み柑ヘ、しかし大人数のため既に焼いており若干冷めていた。だが異が多く恐らく一番高いメニコーでは？美味
しかった！出発時刻には聞があるので、近くの「はちの木Jという甘党の店で、ぜんざいを食す。これだから太るのは当
たり前！
いよいよメイン ・イベントの「ディズ二一 －オンアイスショーJヘ。

会場に到着しいよいよ入場。入り口で 「蛮な外人Jが英語と思いきや、 日本語でぺらぺらしゃべっている。女性には
「姫」、 「姫」、 「姫J、の連呼、自分と目が合う。とたんに 「野獣」 ！当たっているだけに 「グーの音」ち出ない！

開演時間までには聞があったので、売店などを見ると全て高額。孫を連れてきていたら・ ・・ と君、うと冷や汗。
さあ開演、素晴らレG¥ ！全ての演出に目を男張るちのがある。登場人物（プリンス・プリンセスなど〉、衣装、スケー

テイングのスマートさ、 BGM、音声、ドラマの中に引き込まれていく気分になり、おおいにI甚能し、あっという簡に2
時聞が過ぎてしまった。
最初は入場料5.800円、高いなと思ったが、終わってみれば安いと感じた。

あとは一路光ヘ。愛する？萎が待っている我が家ヘ！

藤田賢 くみちがみ医院〉

II. 定例理事会

議題 ：
:::)}:I.報告事項

l.郡市医療廃棄物担当理事協議会（9/16)
2.光市国民健康保険運営協議会（9/30)
3.郡市介護保険担当理事協議会（9/30)

4.郡市広報担当理事協議会（10/7)

5.郡市妊産婦乳幼児保健担当理事協議会（10/7)

6.周南地区結核対策委員会（9/28)
－－三Il.協議・承認事項

l.平成16年度永年勤続者該当者の報告

2.親睦旅行の明細書

資料②光市国民健康保険運営協議会

日時：平成16年9月30日（木）午後3時～5時
（会議次第）

l開会

2会議成立の確認

3出席委員及び事務局職員等の紹介

4 議長（会長）挨拶

5保険者挨拶

6議事（資料は別冊）

(1）合併後の光市の国民健康保険事業について

(2）光市国民健康保険運営協議会委員について

7閉会

資料③郡市介護保険担当理事協議会

日時：平成16年9月30日（木）

（議題）

（兼清理事）

（兼清理事）

（丸岩理事）

（道上理事）

（道上理事）

（平岡理事）

（丸岩理事）

（丸岩理事）

場所：光市総合福祉センター

介護保険制度の見直しについて 山口県健康福祉部高齢保健福祉課

介護保険室長鶴田宗之
l制度見直しの基本的な考え方
．基本理念の徹底

・新たな課題への対応

2制度見直しの具体的内容

(1）給付の効率化・重点化

(2）新たなサービス体系の確立

2004.10.11 
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(3）サービスの質の確保・向上
(4）負担の在り方の見出し

(5）制度運営の見直し

3被保険者・受給者の範囲について

資料① 郡市医療廃棄物担当理事協議会

日時：平成16年9月16日（木）午後3時～

2001.10.11 

場所：リl口県医師会館6階会議室

感染性廃棄物の判断フロー

[STEP 1 ] （形状）

廃棄物が以下のいずれかに該当する。

①血減、血清、血祭及び体液｛精液を含む。）（以下 f血液等jという。）
②病理廃棄物（臓器、組織、皮膚等 t注け） ！ 
①病原微生物に関連した試験、検査等に用いられたもの俗z> I 

IYES 
＠血液毒事が付錯している鋭利なもの（破損したガラスくず等を含む。）｛ ｝！ 

NO 

感

染

性

廃

棄

物

[STEP 2] （排出急所）
感染症病床ほ川、結核病床、手術室、緊急外来室、集中治療室浸び検

査室において治筆、検査等に使用された後、緋出されたもの

NO 

[STEP 3] （感主義症の種類）
①感染症法の一類、二類、三類感染症、指定感染夜及び新感染症並び

に結級の治療、検査毒事に使用された後、排出されたもの ・

②感染定法の四類友び五類感染症の治療、検査毒事に使用された後、排
出された医療器材等（ただし、紙おむつについては特定の感染症に
係るもの等に限る。）t宝引

YES 

NQ<>l引

非 感染性廃棄物

｛注）次の廃棄物も感染性廃棄物と同等の取級いとする。
－外見上血液と見分けがつかない翰血周血液製剤等

・血液等が付着していない鋭利なもの（破鍋したガラスくず等を含む。）
（注 1）ホルマリン漬臓器等を含む。

(i主2）病原微生物に関遣した試験、検査軍事に使用した培地、実験動物の死体、試験管、
シャーレ等

（注3）医疲器材としての注射針、メス、破鏡したアンプル・パイヤル毒事

（注4）感染症法により入院措置が議ぜられる一類、二類感染症、指定感染症亙び新感

染症の病床

｛注5）医療器材｛注射針、メス、ガラスくず等）、 ディスポーザブルの医療器材 （ピン

セット、 注射器、カテーテル類、透析等回路、輸液点溺セット、手袋、血滋パッ
ク、リネン類等｝、衛生材料（ガーゼ、脱脂綿等）、紙おむつ、得本（検体根本）等

なお、インフルエンザ、麻疹、レジオネラ症等の患者の紙おむつ（参考1.1 
容照）は、血液等が付着していなければ感染性廃棄物ではない。

（注6）感染性・非感染性のいずれかであるかは、通常はこのフローで判断が可能であ

るが、このフローで判断できないものについては、医飾等（医師、歯科医師及び

獣医師）により、感染のおそれがあると判断される場合（j:感染性廃棄物とする。

ゆ~

B医総研注 ：オリエンテーション、a習会資料軍事に泌銭された判定フローは、本国を虫類の疋しいものとします。

資料④郡市広報担当理事協議会

日時：平成16年lOJJ7f:l（ノド） 15:00～16:30 場所：山口県医師会館6階会議室
（吉本常任理事挨拶）

小泉内閣はその医療制度改本において株式会社や混合医療の導入を進めている。株式医療特区構怨・

混合医療特区などを年度内に決定する方針で、け本医師会としましでも、その対策として対策を練ってい
る段階であります。その・段として植松新会長は対外広報に力を入れる方針で、このたび広報戦略会議

を発足し第一回会合が、九月；目、日医会館で開催されました。県医師会としましでも平成15年に「県民

の健康と医療を考える会Jを発足し平成15年9月23日に県民公開講座を開催し、宇部地区・周南地区に

おいてfジョンQJ上映会とトークの集いを行ついましたG 各郡市医師会におかれましても対外広報活動を
お願いしたいと思いますわ

4 また、もう一つの議題といたしまして山口県医師会報を来年1月1日号から月に・阿の発行にしたい胃、
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皆さんの意見をお聞かせ願いたいと思います。

（議題）

1. 平成16年度中凶国ブロック広報担当理事連絡協議会の報公（加藤理事）

ホームへージについてはまだ普及して居らず、対外広報としてはまだ一般化していなし、ょうです。

山円県医師会では県民向けの情報を掲載しています。インフルエンザ、感染症、花粉情報などを

流行時期に合わせて随時掲載しています。他に、トピックスとなる医療情報、疾患などの解説を提

供していますまた、口医faxを活用するためにもっと創立五夫が必要ではないか。例えば診療報

酬改訂時、その疑義解釈の通報にfaxニュースを活用しても良いのではないか。また、会員以外に

も通知することを考えても良いのではないか。また、日医のつくるポスターにもL犬が必要。f日本

の医療は世界 jとしづワンフレーズのポスターは印象に残る。待合宅のパンフレットで、視覚に訴

える簡潔な表現のポスターをつくってはどうか。

2. 県医師会報発行形態について

11111県医師会報の月一回発行についてす・成17年1月111~より始めたい
l、現作の発行形態

毎月31凶発行 l月新年特集号（特集記事）、 11H号休｜二lj

(1、ll、21u) 8月夏期特集号（緑陰随宅）、 11日号休刊

年3'11WI発行現ι1720号（昭和31年3月15日第3種郵便物許ロJ)

平成14年新年号より、横書き・A4版（平成13年12月21日目まで縦芯き、 85版）

平成14年 全1078頁 ： 平成15年金100'1.fi

2、他県の発行形態

・月2回…北海道・秩田・富山・石）11・静岡・愛知・ボ都・問111・熊本

・月3刷…栃木・広島・山口

・2カ月にi凶（冊子）ー 2週間に1同（週報）－－香川

・1カJJにl回（冊子）す 1週間に1回（週報）…大阪

・月1阿・・－上記以外の33都道府県

3、発行経費について

年間発送料

印刷料

封筒料

広作収入

4、質疑応符

現行

6,372,000円

11,590,000円

324,000円
現在なし

平成17年以降（案）

2,268,000 刊

8,540,000円

388,800円
2,500,000円

県内研究会の項目を載せて欲しし、（美祢郡）

保｜倹関係の別A1~1Jりは残して欲しし、（玖珂郡）
jばくなるとあまり読まなくなるのでは（柳井）

約 a千万円の節約になる

文字だけでなく図や絵・写真などを多く取り入れて欲しい（小野田）

転依コーナーをつくりたい。郡市医師会報や他県広報のトヒ匂ツクを載せたい（県）

3.各都市医師会の広報の取り組み

4. 情報交換、立見・要望等

H医は国民向けの広報を考えている。中国ブ、ロックでも取り上げられた。山口県でもf県民の医療

と健康を与える会Jを立ち上げて取り組んでいるところである，各郡市医師会の取り組みについて

報告して煩きたい。

（美祢郡）これとし、った市民向けの努力はしていない。ある政治運動に関わって一緒に運動したが、

医師会は社会の中でそのイメージが悪すぎる。これを恢復するのは至難の業である。宣伝の仕方

だが共産党のチラシをまねることをしたらしW吐息う。視覚に訴え、ポイントを絞ってポスターを作っ

ている。
（玖珂郡）応急手当について市民に冊子を配った。市民の反応は不明である。

（防府市）これといった努力はしていない。ホームページは作っているが、主に会員向けである。

健康まつりや講演会など当たり障りのないことをやってしもが、これで医師会のイメージづくりや政

治的な情ノ1になるとは考えられなし、。日医は小泉改革の行う医療行政改本に反対するために国

民を味；｝Jにつけたいとし、うのが本音のところなんでしょう。しかし、あまり政治的なことを表立って

やると円分たちの利権を守っているだけだと思われ、返って不利lとなる、マスコミもそのように報道

するだろう。

（｜｜｜ 口r1i)われわれは医療費i割負担の時、それに反対のピ、ラを配ったが、日医は先にそれに

合意してしまい、我々の運動はなんだ、ったのかと憤ってしまう。先ずは内部の意思の統一を計って

みてはどうか。
（下関di)混合医療については日医はいろいろと議論しているようだが、我々末端医師会員には s 
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なんにも情報が降りてこないし、意見を間かれることもない。まったく何が議論されているか全く分

からないわけです。それでいて市民に広報の取り組みをするように言われでも無理である。

要は各郡市医師会で対外活動を行って欲しいとJうことのようです。

資 料⑤ 郡市妊産婦乳幼児保健坦当理事協議会

日時：平成16年10JJ711（本） 15:00～17:00 場所：山口県医師会館6階会議室

（議題）
l.平成15年度乳幼児保健講習会の報告について

・・・山口県医師会報第1708号（Hl6.4.ll）に掲載

2.平成16年度中国四国医師会連合総会の報告について

一山口県医師会報第1717号（Hl6.7.ll）に掲載

3.国｜長・嘱託医の活動等に関する調査結果について

・・・山口県医師会報第1717号（H16.7.ll）に掲，依

現在下関で園I長の組織化が行われているが、県としては各郡医師会でも組織化を計ってもらい

たい。与薬は法律 kひっかかる。閣の方から医師へのしきいは高い、同予知少ない、まずは医

師側からの働きかけが必要か。

下関：医師会の予算で闘医部会を作っている。呉市と宮崎市にもできた。名簿作成と園内与薬の

あり方、健診表作成、定期的に講演会、園医会合年 9 因。医師会長の理解が必要。

宇部：3～6歳迄の穴埋めが必要と小児科医は考えている。

徳山：学校医医会の中でやっているので作るつもりはない。 （ 
柳井：体制整っていない。

長門、美祢市ソl、児科医が少なく、体制整わないが、各国からの要望を（アンケートの）知らせて

欲しい。

4. iJJ口県小児教急医療屯話相談事業について

広島：三ヶ月やってみて、止めたい意向。医師からのクレーム大

宇部：イ可とかやっている、医師がでること少ない

徳山：夜間救急、でやっている

岩国：顔の見えない相談は責任取れない、やってない

※育児支援として同から予算で出る。小児科医の中でも怠味なしという人もしも

電話のかかってくる地域は限られている、防府・下松・下関・他県からもあり、 宣伝に差があるの

では？もっと長い期間の検討が要るのでは？本、＇ Ilこ真の小児救急患者が減ったのか？

5.少子化（日本医師会）対策について

保育園の充実、電話相談など少子化対策として今やっていることは、育児支援だ。TVのデンマーク

の例、高卒で働く、 ｜’｜立、育児休暇、I高い税金、そうした仕組みが少子化防止となっている

ヲ貸出生前小児保健指噂（プレ・ペリネイタノレ・ピジット）卒業

無料で相談、産婦人科医が小児科医を薦めて欲しい？

f ~ －小郡町やっている。山口止めた。 〈
下関：指導は診療になってしまうので、無理。 －ヶ月検診は産婦人科が診る、 二週間健診を小児

科でやって欲しし、と産婦人科の要望あり A やるなら一週間健診でハイリスク児（虐待など）を

産科からピックアップしたいとのこと

防府：一ヶ刀検診は小児科と決めた。無料。どうしてもやりたい産科医は小児科医会で承認され
ればOK。

萩市：11月から行政よりの安望で一ヶ月検診は小川科でL

美祢市：事業はやってない。来年虐待防止委口会作る？

福岡県：一ヶ月検診は無料化でなく、殆ど産婦人科が診ている

※まずは一ヶ月検診を無料にできれば・・・少子化としづ言葉で行政は予算出す。
6.予防接種について

平成16年度市町村の広域における高齢者のインフルエンザ予防接種期間の去を配っている

インフルエンザワクチンの広域化・標準化をすすめていきたい。注窓事項をよく読んで下さい
ワクチンの安定供給は昨年度の35%増し、返品の多い医療機関は公表する？

学校保健に関しては教台．庁と話をしていきたい

(11月のマラソン、 6刀のプーノレ）
女子とεも予防接種週間の実胞結果について

11本医師会としては、米年もやりたい方向
7.その他

11/21に予防接椅研修会がある
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資料⑥ 周南地豆結核対策委員会

日時：平成16年9月28日（火） 場所：周南健康福祉センター

（議題）
周南地区3市の小中学校、合わせて79校、 21,21,485人を対象とし、問診票及び学校医による

診察を合わせて、結核対策委員会で要検討者となった数は、 74人（0.35%）であった。そのうち、

要請密検査となった人数は26人であった。
光市で、小学校で6人、中学校で2人。下松市では各3人、 0人。周南市では各11人、 2人。

精密検査の結果、最終的に結核と診断された人はなかった。

ill. 学術講演会 ・月例会

「タバコの害と禁煙指導法について」
山円県立中央病院呼吸器内科

部長荒木潤先生

場所 ：光商」二会館2階大会議室（火） 19時～

ぐ
遅々として進まない禁煙問題、医療従事者の喫煙率が

高いことも問題である。多くのスライドを全て掲載する事は

無理なので、禁煙指導の実際の項を抜粋して載せました。

一？
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講師略歴

s53長崎大学医学部卒業
s57長崎大学医学部第二内科入局

島田厚生病院
長崎市立市民病院
佐世保市立総合病院勤務

hll 山門県立中央病院呼吸器内科部長
現在に至

1本につき 5分 30秒、寿命が縮むl
I 1日20本、 1年問吸えlぎ I 

I 26日失 ｜ 

（英国王宮内制II掌舎 w一｝ I 
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皿

「AE Dの使用説明会j
日本光電工業（株）

。光市・大和町の合併で光医師会に若干の大和の先生方が入会された
－
E

，Ea
－－司
Ja－－

院

呼

吸

器

内

－J

部

10月4日

光市・大和町
合併
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妻がまた病気になった 正確に言うと病気が見つかった 昨年から fおしりのあたりが痛いj

と言っていたのだ、がほったらかしていた。しかし、なかなかよくならないので同僚の整形外科
の先生に診てもらった。 ~IRIを撮ったら『馬尾腫蕩J とのこと。 111 日大学整形外科のT教授に診
てもらおうと紹介状を占いてもらった。痛みは日に日に増していった。別宅に寝ていても“う
ー”といううめき戸が聞こえるくらい。どうもいけんと思い、子供の反休みまで待たずに強引
にお野島、して早めに手術していただくことになった。無事手術は終わった。組織型は『上衣腫』
とのこと。 『馬尾JI霊協：』、 『上衣腫』をキーワードにパソコンから医学中央雑誌、 Pub~ledにア
クセスして文献を調べまくった。だんだん怖くなった。 “もしものことがあったら子供はどう
するんだ、？”まれにしか起こらない悪いことすべてが妻に降りかかってくるような気が した。
しかし、 T教授は術前ムンテラのときから fまあ、大丈夫ですよ。J阿診に米られては笑顔で
「順調ですね。 J f大丈夫ですよ。Jかなり救われた。円分の性格のためか、それとも医者

だからか、ついつい物事を悪いβ向に悪い方向にと考えていくのを引き戻されたような気がし
た。そして、放射線治療を併用することになった。今度は『馬尾腫協』、『上倒到に『放射 ぐ
線治療』を掛け合わせて調べまくった。

おやじがまたしても音楽を聴きにザルツブノレグ、に行くというので実家のクリニックで2日間

代診をした。 ( rti立病院にはちゃんと休暇届を出しました。）今年、開業30周年を迎えたのだ
が、その間臨時休業は実父の葬式の日だけというのもおやじの自慢だ。だからあまりクリ ニツ
クを休みたくないらしい。という ことで年末（この時はウィーンフィルのニューイヤーコンサ
ートを聴きに行った）に続いて弟と交互に代診したのだ。いつもrfi也病院で、外来診療をやって
いるのだが、実家ではどうも勝手が違った。居心地も悪かった。患者さんも “大丈夫かこいつ
で？”っていう円で円分を見ているような気がした。診療の合間に診察室の椅子に座ってふと
周りを見回して思った。 “し、ずれここを継いだらどんな風に診療していったらいいんだろ？”、
“リフォームしなきゃ”、 “エコー、内視鏡は新しくしなきゃ” 。診察を終えた患者さんと事

務長さんとのやりとりが聞こえた。 f院長先生はどうしたの？J 「旅行に行かれました。 J
「どうでした、必先生は？ J r . . . • . • . . . J。秤えは聞こえなかった。診察を受けた

患者さんは満足して州っただろうか？

折しも最近、守出信議院長から言われた。 fいい医者になれ。お前がいい医者になるなら俺
はどんな努ノユも惜しまん。 Jありがたかった。でも、 “いい医者ってどんなだ？”このたび患 ~ 
者の家族になった立場からわかったことがある。患者さんやその家族に“この先生に任してお 仁

けば大丈夫”そんな安心感を与えることができればそれはいい医者だ そんな医者になりたい
と思ったのそのためには自信もっけなきゃ。自信を得るためにはもっともっと努力しなきゃ。

こうして35歳の夏が終わった。

ホームページず上り

今回は避けて通れないセキュリティの問題に触れたいと患います。
メーリングリストやネットサーフィンをやっておりますと、似すといっていいほどお目

にかかるのがウィルスです。 これは、 知らない間にコンビュータ内に入り込んで、また知
らない聞に自分がネットにばらまくという代物です。
また、ちう一つ見逃してはならないのが不正アクセスです。そとから、自分のコンピユ
ータ内を覗かれてファイルを持って行かれることです。これらから自分のPCを守るため
にすることは二つ、アンチウィルスとファイアウオールを装備しておくことです。市販で
いくつかの種類がありますがフリーでもあるようです。小生ち使ってみましたが、これで
充分です。窓の杜 http://www. forest. impress. co. jp/ のインターネット ・セキユリ
ティを開けて見てください。適当なちのがありますね。
ウィルスの雨と罵言雑言、これをきちんと処理できれば無法地帯ち快適です。

山口県光市佃医院
何邦夫
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連絡事項

受付
発 送番号 通達文書名

月 日

1 0 1 山健編財団3076 .ltU底リハピ日テーション研修会の開催について

医君臨629 平成 16年度公益法人続況調査の実絡について（依願｝

4 山医発42 1 Jl9 0閉山口県医師会生涯研修セミナーの開催について

山医発435 平成16年度山ロ県介護保険研究退会の開催について

山盟主発423 平成16年度学絞保健連合会表彰について

山医発428 平成 l6年度健康スポーツ涯学実鎗研修会のm備について

山医発429 ..医師名簿の送付について

山口県医商事会 l&!ll!ll (SARS）危畿管理対策銘磁会EJ••の送付について

5 山医発438 平成11年度以降の医療箪健司事施lit・段.....’E補助金に係る事業計箇のlit舗について

8 山医発447 山口県医師国保組合主催「学びながらのウtーキング退会』における日医認定健康スポーツ医制度による再

研修のご家内

事務連絡 埼玉県医師会 日医鉱定健康スポーツ医学練習会（後期）の開催について

山医発437 平成l6年度医.廃棄物適正処理蛾習会について

山口県医直面連盟 西島英利後t盟会『笑仁会Jについて

事君臨連絡 『痴呆Jに嘗わる用語に関する意見の募集について

山医発439 インフルエンザワクチンの安定供給対策について

9 光量u島4 事店主16年度第2回生士会循益法人光市役会編後‘圏直会得後員会の開催について

山医発443 予防音量種医研修会の開催について

山医発446 平成16年度山口県医師会学校医研修会の開催について

山医発45 1 ACLS （二次救命処置｝研修の実絡について

山口県医師会 全閣医療情線システム連絡也議会定例会館について

1 2 英仁会事君臨局 『西島だよりj配布のご案内

山医発452 治験捻濃のための産官学合同フォーラム開催について

1 3 ’J 11。園周南匿事会 ’u l 0回周岡町医学会開催について（お願い｝

l 8 山医発458 総E事省通知 f恩給診断書の織式をil!cめることについてjの送付について

山医発454 医－~藍鎗行線開lのー拐をヨ~iEする省令の一郎の鎗行について

日医事i!76 1 国民皆保険制度を守る署名運動について

山医発455 定例代S員会の書店.理事の送付について

山医係発73 健康データフ7イルの送付について

1 9 山口県医師会 プロスタグランジンL製剤の案事法上の効能・効果の追加に伴う在宅麟高血圧症患者指鴻管理科の取り扱い

について

山医発459 平成16年度インフルエンザ予防対策について（通知）

2 l 医5671 医師臨床研修費補助事業の実施について

山口県医師会 山口県医師会産業医研修会出席者名簿の送付

山医発468 広告が可飽な医師の専門性に関する資申書Jt.等について

山医発465 平成l5年度厳罰民医.年径の総旋について

山医発466 M39回山口大学医師会・山大医学郎主骨量医師事量育園，.の受縁者募集について

山医発469 パイポーラ‘極を有する篭気手術穏に係る自主点検等について

山医発463 由民皆保険を守る署名活動の推進について

山口県医師会 ACLS E開銀用人形・ AED 共同llt入~II申込状況について

22 山看脇154 『やまぐちナースセンターだより』の送付について

23 山医発472 岩国地区ORCAセミナーの開催について

車業医研修会事事事局 ii業医研修について

25 日本医師会 1(.lltん・子宮がん倹診の受診促進パンフレyトについて

日本医師会 からだ忽いシンポジウム『たばこの軍事と繋鍾治娘一予防医僚の.要性J日本経済続聞の縄餓記事の送付

26 山医発478 生涯徹宵の新しい学習方法による単位取得について

山口県医自画会 血小板銀剣の使用適正化の推進および r•••訟の実‘に関する鎗針』のー歯車改正について

山医発475 ’＂1 0旬日本医師会認定健康スポーツ医制度再研修の開催について

山医発476 由民皆保険制度を守る国民運動の維進について｛お願い｝

山医発48 2 プラ yドアクセス留置用カテーテルセ'!Iト等に係る使用上の注意等自主点検等について

山赤血32 l 日本勝十字社における血液事業の新たな2健施体制について

28 山医発485 .買出症予防及び感染症の.Ill.者に対する医療に関する法律施行規則の一部を改正する省令の施行について

山医発483 厚生労．省が主催する医療安全研究発表会について

山消検I4 平成16年度山口県洞化畿がん研究会鎗会並びに第38回議習会の開催について

医君臨14-7 山口県敏念日~－情事量システムの運用状況

周鍵789 Jtitf.tt崎庫健康危畿管理対策連絡会滋緊急時連絡名俸の送付

11 
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緑友会・松医会対抗戦成績表

日時 平成16年10月248（日｝ 場所周爾カントリークラブ

緑友会 松医会

氏名 Gros HDCP Net 氏名 j Gros HDCP Net 

海永泰男 82 13 69 7.k津貧 90 20 70 

直~博士 79 9 70 下村明生 86 16 70 

軍医清照久 89 14 75 自倉守 98 25 73 

機山宏 86 10 76 西辻知生 87 14 73 

藤村朴 92 16 76 荻野和彦 84 11 73 

守図忠正 92 15 77 蔵原敏緩 110 36 74 

育iJ国界一
ー？幽幽 幽幽．． 

宮本正樹96 17 79 95 21 74 

諏訪高志 94 15 79 秀j喬信太郎 s1 I 1s 75 

平図万三志告~f -1 80 三翰淳

南典文 82 森本雄一

冬野幾久男 ：四~’：＇ i~ " 原野有志

河崎蓑助 87 野再U正寿 s4 I a 86 

守友康則 的 武肉節夫 131 36 95 

藤本茂樹 93 

Best5 366 Best5 359 （ 

松医会（下松）優勝！

内科系 外科系

10/3（日） 15 8 
10（日） 24 7 
11 （月） 32 11 
17（日） 24 8 
24（日） 24 6 
31 （日） 28 9 

II川川II川川II川川II川II川川II川川II川川II川川II川川II川川II川川II川川II川川II川川II川川II川川II川川II川川II川川II川川II川川II川川II川川II川川II川川II川川II川川II川川II川川II川川II川川II川川II川川II川川II川川II川川II川川II川川II川川II川川II川川II川川II川川II川川II川川II川川II川川II川川II川川II川II あ と が き II川川川II川川川II川川川II川川II川川II川川II川川川II川川II川川II川川II川川II川II川川II川川II川川II川川II川川II川川II川川II川川II川川II川川II川川II川川II川川川II川川II川川II川川II川川II川II川川II川II川川Ill川Ill川II川II川川II川川II川川II川川II川川川II川川川II川川川II川川川II川川川II川川II川II 
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10月4日、光市と大和町が合併しました。時代（i変化するものだとあらためて実感しました。 それに

あやかつて（？）今月は、10月月・11月号合併号とし、け数のずれを解消しました。

10月の講演会は久しぶりの盛況でした。「たばこJはもう悪役のドンのようです。怪々 しく元談で話し

も出来ない状況になりつつあります。世の中、確実・にー械化が進んでいるとまたまた来感しました。

原稿をお頼みしている先生方、ありがとうございます向石先生ありがとうございました。季節がずれ

失礼致しました。先生の暖かいお心が伝わります。またいつかお願い致します安永先生、ありがとう

ございました。これから人・変でしょうが、皆で、いい医療を考えていきたいと思います。

諸先生方、よろしくお願い申し上げます。
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